








































































者に占める女性割合は 1 割前後で推移してきたが 2014 年で 22.2％と 2 割を超えた。一方，一般職採用者に占める
女性割合は，常に女性の割合が 9 割を超えていたが，2011 年度以降，男性が 10％を超え 2014 年の女性比率は
82.1％となっている。このように，今日においても総合職採用の約 8 割が男性，一般職採用の約 8 割が女性とコー
スごとの性別による偏りが大きい。
（５）　男性と同じキャリア構造を持つ総合職か一般職かの区別はしていないが，例えば，日本生産性本部が毎年実施
している「コア人材としての女性社員育成に関する調査」では，2009 年の第 1 回調査から 2017 年 1 月に公表され




















 ・2011 年 9 月 7 日，生保労連中央書記長，内勤職員委員長，営業職員委員長，労働局長インタビュー
 ・2012 年 1 月 31 日，伝統的生命保険会社 J-3 社労働組合中央副執行委員長，執行委員インタビュー
 ・ 2013 年 3 月 6 日，伝統的生命保険会社 J-7 社女性営業職員 2 名 a さん，b さん（うち 1 人はマネージャー）イン
タビュー
 ・2013 年 3 月 29 日，生保労連副委員長兼営業職員委員長，労働局長インタビュー
 ・2013 年 4 月 25 日，伝統的生命保険会社 J-3 社労働組合副執行委員長インタビュー
 ・2014 年 2 月 11 日，伝統的生命保険会社 J-9 女性営業職員マネージャー c さんインタビュー
 ・2014 年 2 月 17 日，伝統的生命保険会社 J-9 元内勤職員（総合職・男性）d さんインタビュー
 ・2014 年 2 月 17 日，伝統的生命保険会社 J-7 女性マネージャー兼営業職員 a さんインタビュー
 ・2014 年 5 月 26 日，伝統的生命保険会社 J-3 元女性営業職員 e さんインタビュー
 ・2014 年 6 月 4 日，伝統的生命保険会社 J-6 男性営業職員 f さんインタビュー
 ・ 2015 年 7 月 14 日，伝統的生命保険会社 J-3 男性機関長経験者（男性営業総合職）g さん・生保労連執行役員，伝
統的生命保険会社 J-9 男性機関長経験者（男性総合職）h さん・生保労連執行役員インタビュー
 ・2015 年 10 月 1 日，伝統的生命保険会社 J-2 女性機関長（営業職員出身）i さんインタビュー
 ・2015 年 11 月 6 日，伝統的生命保険会社 J-1 女性機関長（総合職出身）j さんインタビュー
 ・2016 年 4 月 5 日，伝統的生命保険会社 J-2 労働組合中央書記長インタビュー
 ・2016 年 5 月 22 日，伝統的生命保険会社 J-6 大卒女性営業職員 k さんインタビュー
 ・2016 年 5 月 22 日，伝統的生命保険会社 J-3 大卒女性営業職員 l さんインタビュー
 ・2016 年 6 月 8 日，生保労連中央書記長，労働局長インタビュー
 ・2016 年 6 月 17 日，生保労連中央書記長，労働局長，中央副書記長インタビュー
 ・2016 年 10 月 27 日，伝統的生命保険会社 J-2 人事部（部長代理・総合職女性）m さんインタビュー
 ・ 2016 年 11 月 16 日，伝統的生命保険会社 J-8 一般職→総合職→管理職女性 n さんインタビュー（現・生保労連中
央副執行委員長）
 ・ 2016 年 12 月 27 日，伝統的生命保険会社 J-1 人事部ダイバーシティ推進課インタビュー（課長・一般職女性 o さ


























































































　伝統的生命保険会社の従業員構成をみると，女性比率は伝統的生命保険会社 9 社中 8 社で 8 割を
超え，その中でも圧倒的多数を女性営業職員が占めている（図 1 参照）。内勤職員は男女合わせて























































































朝日生命 18.0 3.7 2017 年 2 月
住友生命 33.0 5.6 2016 年 12 月
第一生命 73.2 22.5 9.5 2015 年 4 月
大同生命 12.3 3.4 2016 年 11 月
太陽生命 19.4 0 2016 年 3 月
日本生命 67.9 13.7 4.5 2016 年 3 月
富国生命 3.7 2016 年度
三井生命 6.7 2016 年 4 月




　出所：厚生労働省「女性の活躍推進企業データベース」2017 年 3 月 4 日時点より筆者作成。
女性の昇進をめぐる意識とマネジメント（金井　郁）
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生命で 3％と 1 桁台となっておりキャリア展開に上限がないと考えられる雇用管理区分にいる女性
が極めて少ないことが示唆される（金井 2016）。一般職は大同生命で 99.2％，太陽生命で 99.9％が
女性である。営業職の女性比率をみると，伝統的生命保険会社各社で 9 割以上となっている。つま
り，伝統的生命保険会社では，従業員の 1 割程度の構成である総合職の大部分を男性が占め，2 割































る多数の一般職女性の中に 2 ～ 3 年で支社を超えて異動する総合職の若手と管理職としての総合職
が各職場を構成する。2000 年代以降では，グループ長（課長）レベルは一般職女性に置き換えて
いくことを目指している企業が多く，少数ではあるが部長，支社長も一般職から誕生している企業
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　　（伝統的生命保険会社 J-8 一般職女性 n さん〈一般職→総合職→管理職〉）
　営業所でも支社でも，日常的に職場を運営していく知識や経験は頻繁に異動しない者に蓄積され
ている。総合職が 2 ～ 3 年という短い期間で頻繁に異動するのを可能にしているのは，頻繁には異
動しない者がいるからだとも言える。一方で異動しない者たちにとって，総合職は頻繁に異動する
ため現場でのやり方や知識・経験が多少なくても「大目に見てあげる」し「よっぽど嫌なやつでな















































































































　　（伝統的生命保険会社 J-1 女性機関長 j さん〈総合職〉）（カッコ内は筆者補足追記）
　j さんは，先輩の女性が担っていた営業職員の育成・研修の仕事を続けるのではなく女性には
ハードルが高いと考えられていた営業所への配属を自ら希望した。その希望に対して「当時の上司


























　　（伝統的生命保険会社 J-8 一般職女性 n さん〈一般職→総合職→管理職〉）
　　 「（営業所が）自分の会社といえば会社ですし，思い入れがまず（総合職とは）違うと思いま
す。一人一人の営業員さんの生活の中までわかる状態ですから。家庭環境から，でもたぶん，
2 年 3 年で異動する総合職の方だとそこまではたぶん知らないし逆に知らない方がいいんだと
思いますし。自分のお城をしっかりと守っていくって感じですね。なくなったら自分の居場所
もないわけですから。」








































は 1994 年度の総合職の平均年齢が 40 歳 5 か月，一般職の平均年齢が 31 歳 8 か月だったのが，2015







































が浮かび上がる。松原（2017）が使用した正社員 300 人規模以上の企業で働く大卒の 30 ～ 49 歳ま
での正社員の調査では，異動回数と管理職昇進および転勤と管理職昇進の間に関係性は確認できな













KATO Takao, KAWAGUCHI Daiji, and OWAN Hideo（2013）‘Dynamics of the Gender Gap in the 
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